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《文 責》
田代小学校 校長 島木 良浩

【卒業式】 ～３月２５日（木）～

９時２０分卒業生入場。開会の言葉、学事報告のあと卒業証書を授与しました。一人一人

の名前を呼び、しっかりと目を見て受け取り「ありがとうございます。」と一礼して階段を

降りていく。寂しさもありうれしさもあり複雑な気持ちで見送りました。

いよいよ、最後の草刈咲桜さんの名前を呼んで「第４３２４号」と読み終わった後は、田

代小学校として最後の番号なんだと思うと寂しさがグッと押し寄せてきましたが、校長式辞

が控えているので必死にこらえました。

今年度は、１３名（男子４名・女子９名）の子ど

もたちが本校を卒業しました。コロナウイルスの影響がありましたが、田代小学校のリーダ

ーとして運動会、修学旅行等様々な行事や活動に真剣に取り組む姿は立派でした。何より先

輩から引き継いだ「朝の奉仕活動」はじめ、普段の学校生活の中で自覚と責任ある行動が見

られたことがうれしかったです。田代小学校の誇りであり自慢の６年生でした。

お別れのことばを卒業生・在校生で行い、全員で校歌を歌い終了しました。ハプニングは

ありましたが、最後にふさわしい感動ある最高の卒業式となりました。

【学校賞表彰】 村矢 京

香さん ～３月２５日（木）～

卒業式に先だって学校賞表彰を行いました。いつも明るく笑顔であい

さつしてくれる京香さん。朝の奉仕活動を積極的に行い、登校班の班長

としても班員の安全に気を付けて言葉かけをしています。下級生の良い

手本になっており、学校賞をおくりました。

【修了式】～３月２６日（金）～ 田代小学校の学業が終了しました。田代小学校での１年間を振り返り、自分の成長を喜

び、西郷義務教育学校や新しい学校へ夢や希望をもって進級してほしいです。

修

了

【閉校式】 ～３月２６日（金）～ 町長・校長・児童代表挨拶の後、校長と児童代表が校旗返納を行い、最後に校歌を歌

って田代小学校を閉校しました。

皆様のご理解・ご協力・ご支援・ご声援・見守りのお陰で大きな怪我や病気、いじめもなく全員で今日という日を迎えられました。
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